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	研究開発テーマ「iPSを核とする細胞を用いた医療産業の構築」
	中間評価報告書
	総合所見
	本年のノーベル医学・生理学賞は、「成熟細胞が初期化され多能性をもち得ることの発見」に対して、核移植でそれを証明したJohn B. Gurdon教授とiPS細胞を発見した山中伸弥教授に授与されることが決定した。今回の受賞は基礎的な発見に対するものであるが、iPS細胞はこれを機に研究が一層進展し、今後様々な臨床応用へと大きく発展していくことが期待されている。ヒトiPS細胞技術が開発されたのは2007年であり、これをいち早く再生医療や医薬品開発に応用し、しかも産業化にまで発展させることを目標にして本研...
	本研究開発テーマは、iPS細胞を用いた再生医療のプロトタイプとしての位置づけにあり、後進の同様の製品開発・製造の迅速化に大きく貢献するものと考えられる。またステージIではヒトiPS細胞由来網膜色素上皮細胞の分化・分離条件の最適化ツールの開発が行われ、今後、実際に製造方法の最適化が図られることで、わが国発の新規光毒性試験系の開発とその標準化が期待される。さらにヒトiPS細胞由来網膜色素上皮細胞の製造の効率化のための自動培養（及び遠隔モニタリング）装置の開発を実施し、安定な品質を低コストで実現するた...
	iPS細胞技術は我が国発であり世界をリードできることや、再生医療や医薬品開発に応用できるポテンシャルを持ち、将来大きな産業の核になることが十分期待されることなどから、本研究開発テーマを引き続き行う意義は極めて大きいと考える。ステージIではヒトiPS細胞の再生医療への応用のモデルケースとして、ヒトiPS細胞由来網膜色素上皮細胞の加齢黄斑変性への適用を取り上げ進めてきたが、ヒトiPS細胞由来肝細胞の開発研究班とその他のヒトiPS細胞由来網膜色素上皮細胞を応用した研究班との連携については十分とは言えず...
	２．研究開発テーマのねらい（目標）と課題の選考について
	３．研究開発テーマのマネジメントについて
	４．研究開発テーマとしての産業創出の核となる技術の確立に向けた状況
	５．その他

